
磐梯町農業委員会４月定例会総会会議録

１．開催日時

日時 令和３年４月２０日（火）午前９時００分

場所 磐梯町役場 大会議室

２．委員定数

１７名

３．本日の総会に出席した委員

会 長 １２番 加藤 健一

会長職務代理者 １１番 田中 重博

委 員

３番 佐藤 栄祐 ４番 前田 諭志 ６番 鈴木 勇一

７番 遠藤 充孝 ８番 上野 庄市 ９番 田中 茂

１０番 佐藤 栄喜

農地利用最適化推進委員

１番 卯月 宏次 ３番 鈴木 照喜 ４番 加藤 正己

５番 鈴木 庄次

４．本日の総会に欠席した委員

委 員

１番 金田 未樹 ２番 鈴木 翼 ５番 川井 信之

農地利用最適化推進委員

２番 鈴木 一功

５．本会の総会に提案される議案は次のとおり

議案第２３号 農用地利用集積計画の承認について（利用権貸借）

議案第２４号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式）

議案第２５号 農地等現況確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認について

議案第２６号 農地法第３条の規定による許可申請について

議案第２７号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

６．農業委員会事務局職員

事務局長 樋口 和博

農地係長 小川 克彦



７．会議録

議長

磐梯町農業委員会総会規約第７条に従い本総会が成立されたことを宣言いたします。

議長

日程第１ 会議録署名人を議席順に指名してよいかを諮り異議なし多数により、次の委員

を指名した。

議席 ７番 遠藤 充孝 委員

議席 ８番 上野 庄市 委員

議長

日程第２ 諸般の報告について事務局に説明を求めます。

事務局

日程第２ 諸般の報告について資料に基づき朗読、経過報告を行った。

議長

事務局説明に対して質問・意見を図り異議無しの声多数により、承認されました。

議長

日程第３ 議案第２３号 農用地利用集積計画の承認について（利用権貸借） １番から

３番まで事務局に説明を求めます。

事務局

日程第３ 議案第２３号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて（利用権貸借）、農業経営基盤強化法第１８条第１項の規定により、下記農用地利

用集積計画の決定について意見を求める、令和３年４月２０日提出。

では、１番から説明申し上げます。

今回の申請地は、大字〇〇字〇〇１８番地 田 農振農用地 面積は１，０３９㎡、内

容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者は〇〇の〇〇

〇〇氏、利用目的は田、期間は５年、１０アール当り賃借料は７，５００円であります。

期間につきましては、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までということになりま

す。

続きまして、２番です。大字〇〇字〇〇１１番地 外計２筆 田 農振農用地 面積２

筆の合計は３，２５１㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権

設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は田、期間は１年、１０アール当り賃借料

は８，０００円であります。期間につきましては、令和３年４月１日から令和４年３月３

１日までということになります。なお、この案件につきましては、先月の利用権設定で決

定していただいた内容でありますが、その後利用権設定をする者の方から今まで通り耕作



していただきたいという変更申出がありましたので、前回の件は合意解約し今回新たに利

用権設定を行うものであります。

続きまして、３番です。大字〇〇字〇〇１５番地 外計２筆 田 農振農用地 面積２

筆の合計は３，６６０㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権

設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は田、期間は１年、１０アール当り賃借料

は８，０００円であります。期間につきましては、令和３年４月１日から令和４年３月３

１日までということになります。この案件につきましても、先ほどと同様に、前回の件を

合意解約し今回新たに利用権設定を行うものであります。

議長

事務局の説明が終わりましたが、これより質疑に入ります。質問・意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

以上について承認されました。

ここで、佐藤 栄祐 委員の関連なので退席を求めます。

（佐藤 栄祐 委員退席）

４番から７番について、事務局に説明を求めます。

では、４番から説明申し上げます。大字〇〇字〇〇３２番地 畑 農振農用地 面積は

１，１９５㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受け

る者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は５年、１０アール当り賃借料は３，００

０円であります。期間につきましては、令和３年５月１日から令和８年４月３０日までと

いうことになります。

続きまして、５番です。大字〇〇字〇〇３０番地 畑 農振農用地 面積は１，１１０

㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者は〇〇

の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は５年、１０アール当り賃借料は３，０００円であり

ます。期間につきましては、令和３年５月１日から令和８年４月３０日までということに

なります。

続きまして、６番です。大字〇〇字〇〇２６番地 外計２筆 畑 農振農用地 面積２

筆の合計は２，２１９㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権

設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は５年、１０アール当り賃借料

は５，０００円であります。期間につきましては、令和３年３月１日から令和８年４月３

０日までということになります。なお、こちらの賃借料が他の所有者と金額が違っていま

すが、前に賃貸借していた人がこの金額で契約していたので、両者で話合いを行い、この

金額で合意したとのことです。この土地には、キャベツや白菜などの露地野菜を耕作して

いく予定とのことです。



続きまして、７番です。大字〇〇字〇〇２１番地 外計２筆 畑 農振農用地 面積２

筆の合計は１，６３５㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権

設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は５年、１０アール当り賃借料

は３，０００円であります。期間につきましては、令和３年３月１日から令和８年４月３

０日までということになります。

議長

事務局の説明が終わりましたが、これより質疑に入ります。質問・意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

承認されましたので、ここで佐藤 栄祐 委員の着席を求めます。

（佐藤 栄祐 委員着席）

８番から１４番について、事務局に説明を求めます。

事務局

続きまして、８番です。大字〇〇字〇〇７２６８番地 外計１７筆 田 農振農用地

面積１７筆の合計は６，１９９㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇

氏、利用権設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は２０年、１０アー

ル当り賃借料は無償であります。期間につきましては、令和３年５月１日から令和２３年

４月３０日までということになります。なお、こちらは親子の関係で親から子への無償で

の利用権設定ということであります。

続きまして、９番です。大字〇〇字〇〇７８番地 畑 農振農用地 面積の合計は３，

０８８㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者

は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は３年、１０アール当り賃借料は３，０００円

であります。期間につきましては、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までという

ことになります。

続きまして、１０番です。大字〇〇字〇〇５１番地 外計２筆 畑 農振農用地 面積

２筆の合計は４，２３８㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用

権設定を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は６年、１０アール当り賃借

料は無償であります。期間につきましては、令和３年５月１日から令和９年４月３０日ま

でということになります。

続きまして、１１番です。大字〇〇字〇〇２７番地 畑 農振農用地 面積の合計は

２，７６７㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受け

る者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は６年、１０アール当り賃借料は無償であ

ります。期間につきましては、令和３年５月１日から令和９年４月３０日までということ

になります。

続きまして、１２番です。大字〇〇字〇〇５９番地 畑 農振農用地 面積の合計は



２，４８９㎡、内容は再設定、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受

ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は６年、１０アール当り賃借料は無償で

あります。期間につきましては、令和３年５月１日から令和９年４月３０日までというこ

とになります。

続きまして、１３番です。大字〇〇字〇〇２０番地 畑 農振農用地 面積は２，１５

０㎡、内容は再設定、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者は

〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は６年、１０アール当り賃借料は無償でありま

す。期間につきましては、令和３年５月１日から令和９年４月３０日までということにな

ります。

続きまして、１４番です。大字〇〇字〇〇３０番地 畑 農振農用地 面積は１，０５

５㎡、内容は再設定、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者は

〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は田、期間は６年、１０アール当り賃借料は無償でありま

す。期間につきましては、令和３年５月１日から令和９年４月３０日までということにな

ります。

以上、ご審議よろしくお願いします。

議長

８番から１４番について、事務局の説明が終わりましたが、これより質疑に入ります。

質問・意見ございませんか。

７番 田中 茂 委員

８番の猪苗代町の方ですが、親子での利用権設定とのことだが、これは経営移譲で年金

受給のためですか。

事務局

子にあたる方が認定農業者ということで、新規就農者から認定農業者に移行した時に利

用権設定が必要になるため今回の賃貸借契約が必要ということであります。

議長

他に何か質問ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長

以上について、質問・意見無く、採決を諮り、異議なし多数のため、議案第２３号 農

用地利用集積計画の承認について（利用権貸借） 承認することに決定いたしました。

議長

日程第４ 議案第２４号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式） 事務局に説

明を求めます。

事務局



日程第４ 議案第２４号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて（一括方式）、農業経営基盤強化法第１８条第１項の規定により、下記農用地利用

集積計画の決定について意見を求める、令和３年４月２０日提出。

一括方式ということですが、まず所有者が農地中間管理機構に貸付をします、そして農

地中間管理機構から耕作者が借受をするということで、それを一括で承認をいただくとい

う提案になっております。まず、１番から説明申し上げます。

今回の申請地は、大字〇〇字〇〇１８５番地外５筆 田と畑 農振農用地 面積５筆の

合計は４，７４２㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定

を受ける者は〇〇の〇〇〇〇氏、農地中間管理機構を通しての賃貸借、利用目的は畑、１

０アール当り賃借料は３，３５５円であります。期間につきましては、１０年９ヶ月とい

うことになります。今回賃借料が細かくなっておりますが、貸し手・借りての中で当初は

無償という話があった訳ですが、機構を通しての負担手数料もかかること、また、固定資

産税、布藤堰受益者賦課金も併せた相当額ということで賃借料の設定となっております。

続きまして、２番でございます。大字〇〇字〇〇１５番地 畑 農振農用地 面積は

２，９０７㎡、内容は新規、利用権設定をする者は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受け

る者は〇〇の〇〇〇〇氏、農地中間管理機構を通しての賃貸借、利用目的は畑、１０アー

ル当り賃借料は２，０００円であります。期間につきましては、１０年９ヶ月ということ

になります。

以上ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長

事務局から説明がありましたが、質問・意見要望等ありませんか。

１０番 佐藤 栄喜 委員

２番についてですが、今回契約面積が３０アール未満ということだが、磐梯町が定めて

いる借り手の要件で３０アール・年間６０日以上従事している方と書いてありますが、要

件面積を１０アールとかに下げてもいいのではないかと思いますがどうでしょうか。

事務局

取得面積の下限３，０００㎡というところですが、これは農地の取得になります。取得

というのは農地法３条や５条で取得する下限面積を言っております。今回は利用権設定で

ありますので、取得の下限面積とは別になりますので取り違えることないようにお願いい

たします。あくまでも売買や譲渡で農地を取得する場合であります。今回は農地の利用権

の設定となります。取得と利用は別になります。利用の場合は下限面積はございません。

１０番 佐藤 栄喜 委員

これは町で法的に定めてあるのか。

事務局

町では定めておりません。細かいことを申し上げますと、農地法に基づく取得と今回は



農業経営基盤法に基づく利用権設定なので、根拠法令が違うものでございます。

ただ、２番の場合については、以前から利用権設定がされていたものを、今回合意解約

をして中間管理機構を通しての新規設定となります。そのため現在も借りて耕作している

ところであります。

議長

他に、質問・意見要望等ありませんか。

１１番 田中 重博 委員

２番についてですが、今まで借りていたということですが、今回初めて契約する人では

ないのか、継続性はあるのか。住所も大寺で借りるところが赤枝ということで機械を運ん

だりとかあるのか。

事務局

今回利用権設定をする方は、昨年１２月新規認定就農者として本格的に農業を始められ

た方でございます。この方は、以前は〇〇〇〇〇で勤務していて、そこで花苗の栽培をし

ていく中で独立して新規就農者としてやっていきたいということで町の方でも認定したと

ころでございます。そこで借りている土地にハウスを建てて花苗を栽培していくというこ

とであります。機械もその場所で使用し管理していくということですので、住所は大寺で

ありますが、第二小学校の北側の土地で作業していくということになります。認定の際に

も経営計画を提出してもらい、就農を開始しておりますので、今年から本格的に花苗の栽

培をしていくということですので、皆様のご支援をお願いしたいと思います。

議長

他に、質問・意見要望等ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長

以上について、質問・意見無く、採決を諮り、異議なし多数のため、議案第２４号 農

用地利用集積計画の承認について（一括方式） 承認することに決定いたしました。

議長

日程第５ 議案第２５号 農地等現況確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認につ

いて 事務局に説明を求めます。

事務局

日程第５ 議案第２５号 非農地証明交付申請の承認についてでございます。申請地

が、大字〇〇字〇〇７３５８－３番地 地目が畑 現況が原野 外計５筆 面積合計は１

４，６２８㎡です。所有者は〇〇の〇〇〇〇氏、非農地の事由としては、現況と一致させ

たいということで申請されております。資料Ｎｏ．１をご覧下さい。現況確認証明確認書

ということで、現況確認者３名の方に確認をしていただいているところです。４月１４日

に現地立会いを行っております。非農地の判断理由としては、申請地の現況及び申請書の



経過等により非農地と判断したということであります。申請書、字限図、登記簿謄本、現

況写真、法務局公図で確認しております。最後に、非農地化した経過ということで、磨上

区長さんから出されております。経過としては、昭和４３年ころよりおおむね５２年間耕

作されていない経過でございます。

以上で説明を終わります、ご審議お願いいたします。

議長

ここで、現況確認調査員の遠藤 充孝 委員より説明を求めます。

７番 遠藤 充孝 委員

ただ今、事務局より説明のあったとおりですが、４月１４日に上野委員、田中委員、と

私、事務局長で現況確認をしてまいりました。地目が畑ということですが、これは原野で

あろうということで３人とも意見が一致いたしました。一度畑にしたらしいのですが、布

藤堰の水路工事後湿地化して耕作ができなくなったようです。以上のことからも、現況確

認した結果、畑ではなく原野であろうと判断いたしましたので、ご審議のほどお願いいた

します。

議長

事務局並びに現況確認調査員から説明がありましたが、質問・意見等ありませんか。

１１番 田中 重博 委員

今回の申請地で、申請書の申請位置が、農業振興区域と農業振興区域外となっている

が、これは７３７２番地の５が農村振興区域で他は農村振興区域外で混在しているという

ことでいいのか。

事務局

本来、農業振興区域であれば現況確認も難しいところでありますが、現在町で区域の見

直しをしているところでありまして、こちらの７３７２番地の５についてはすでに農振除

外の申し出をもらっている地番であります。今回の現況確認で地目が原野になり、農振の

見直しが完了後に除外となることになります。周辺の状況も太陽光発電の開発が進んでい

る区域であることから、そのあたりも関係しているのかと考えられます。以上です。

議長

他に、質問・意見要望等ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長

議案第２５号 農地等現況確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認について 質

問・意見を求めたところ、質問・意見無く、採決を諮り、異議無し多数のため農地等現況

確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認について 承認されました。



議長

日程第６ 議案第２６号 農地法第３条の規定による許可申請について 事務局に説明

を求めます。

事務局

日程第６ 議案第２６号 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条

の規定により下記農地の申請があったので審議を求める、令和３年４月２０日提出、１件

でございます。今回の申請地は大字〇〇字〇〇６０番地、地目は畑、面積は３，１５９

㎡、権利種別は３条有償移転、譲渡人が〇〇の〇〇〇〇氏、譲受人が〇〇の〇〇〇〇、詳

細は資料２をご覧いただきたいと思います。売買の価格でございますが、１０アールあた

り１０万円でございます。農作業の従事関係は、ソバの作付をする予定であります。ここ

で先ほども話ありましたが、今まで所有面積がありませんでしたが、今回の農地の取得で

下限面積が３，０００㎡を超えるということでございますのでご確認いただきたいと思い

ます。そして航空写真の図面、法務局の登記簿謄本、公図が添付してあります。そして今

回株式会社が農地を取得するということで、一般の株式会社の場合は農地取得の制限がご

ざいますが、こちらは農地所有適格化法人の要件を満たしているということで農地の取得

ができるということでございますのでご確認いただきたいと思うます。なお、今回の取得

にあたっては株式会社の代表者と所有者が親戚関係ということもあり所有者から売買の話

があり合意したという経過でございます。以上で説明を終わります、ご審議お願いいたし

ます。

議長

ここで、紹介委員の田中 茂 委員より説明を求めます。

７番 田中 茂 委員

ただ今、事務局より説明のあったとおりですが、４月１４日に上野委員、田中委員、と

私、事務局長で現況確認をしてまいりました。先ほど事務局長からもありましたように、

お互いに親戚関係ということもあり、今回の話になったようであります。また、代表者は

農業者でありますので機械等も所持していますので、今後は作付氏し耕作したいという計

画であり適正であると判断できますので、ご審議のほどお願いいたします。

議長

議案第２６号 農地法第３条の規定による許可申請について 質問・意見ございません

か。

（「なし」の声あり）

議長

以上について、質問・意見無く、採決を諮り、異議なし多数のため、議案第２６号 農

地法第３条の規定による許可申請について 承認することに決定いたしました。



議長

日程第７ 議案第２７号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 事務局

に説明を求めます。

事務局

日程第７ 議案第２７号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて、農地法第５条第１項の規定により、下記農地の申請があったので意見を求める、令

和３年４月２０日提出。

まず、１番から説明いたします。大字〇〇字〇〇２２２３番地、地目は畑、面積は７２

８㎡のうち２０９㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏、借受人が

〇〇の〇〇〇〇、転用目的が露店資材置場でございます。転用理由が、鉄塔立替工事に伴

う作業スペース・資材置き場として利用するということです。

続いて２番です。大字〇〇字〇〇２２２４番地、地目は畑、面積は６９８㎡のうち２３

１㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏、借受人以降、前の１番と

同様でございます。

続いて３番です。大字〇〇字〇〇２２２７番地、地目は畑、面積は６９８㎡のうち２３

１㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏外２名、借受人以降、前と

同様でございます。

続いて４番です。大字〇〇字〇〇２７番地、地目は畑、面積は３，００７㎡のうち１，

９２３㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏、借受人以降、前と同

様でございます。

続いて５番です。大字〇〇字〇〇２８番地、地目は畑、面積は７７２㎡のうち４８０

㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏、借受人以降、前と同様でご

ざいます。

続いて６番です。大字〇〇字〇〇２９番地、地目は畑、面積は２，３５３㎡のうち２０

９㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏外５名、借受人以降、前と

同様でございます。

続いて７番です。大字〇〇字〇〇６８４３－６９番地、地目は畑、面積は１，７０１㎡

のうち５９０㎡、権利が賃貸借でございます。貸付人が〇〇の〇〇〇〇氏、借受人以降、

前と同様でございます。

以上７件でございます。ここで資料３をご覧いただきたいと思います。令和３年４月１

日付で申請がされております。被設定人が〇〇〇〇氏、設定人が別紙のとおりということ

で共有地も含まれておりまして、次ページ以降から共有者も併せての申請で署名・押印を

いただいているところでございます。その内容を一覧表にまとめたものが次のページから

になっておりまして、７筆の合計面積で記載がされております。全体では９，６０７㎡が

あるわけですがその内４，８９９㎡が申請地となっております。転用計画についてです

が、東京電力の送電線の老朽化に伴う張替えと鉄塔の立替ということであります。今回の



土地の設定についてですが、電気を止めずに建替工事行うということで、新たな鉄塔を敷

設して送電線を張った後に古い鉄塔を撤去するという内容の工事でございます。転用の期

間でございますが、今回一時転用ということで、令和３年５月１７日からということです

が、許可日から令和４年１０月３１日までの期間になります。なお、一時転用の期間の制

限として２年間というのがありますが、それ以内に収まっています。次に、転用すること

によって生じる防除についてですが、土砂の流出防止対策や農業用用水施設に支障を及ぼ

さない措置を行う計画でございます。次に航空写真の図面でございますが、布藤集落で大

きく３ヶ所でございますが、真ん中は撤去のみで、両端残り２ヶ所が新たな鉄塔の建替工

事が入ることになります。次に用地一覧も添付してございますが、農地以外もあるので関

係する土地全部載せてありますのでご確認いただきたいと思います。その中で緑色の部分

が許可申請が必要となる農地になっております。青色が許可不要農地でありますが、こち

らは農地ですが鉄塔の工事に係る部分ということで許可不要となっております。また、電

気事業者が行う送電線用の電気工作物の設置にあたっては、許可を要しないという基準が

ありまして、実際に鉄塔用地になる部分については許可が不要で転用がされるということ

であります。今回一時転用する部分については、その工事に係る一部の部分は一時転用の

許可が必要になるということになっておりますので、今回の申請には必要はないというこ

とになりますので、複雑になっておりますが、ご確認いただきたいと思います。なお、古

い鉄塔用地については、借りている部分については所有者にお返しするという手続きをす

るということであります。以上、申請の内容について説明いたしました。

なお、今回３，０００㎡以上を超えますので、福島県知事の本庁案件となりますので、

磐梯町農業委員会としての意見を付して県に進達をして、県農業会議の方で審議されると

いうことになりますということを申し添えておきます。以上、ご審議お願いいたします。

議長

ここで、紹介委員の遠藤 充孝 委員より説明を求めます。

７番 遠藤 充孝 委員

ただ今、事務局長より詳しく説明のあったとおりですが、場所については、〇〇〇〇、

〇〇〇〇という会社があり、そこから真っすぐ下がったところに〇〇〇〇氏の畑がありま

して、他の土地についてもそこに続いていく畑で、今回鉄塔工事による資材搬入路で使用

するということです。結構段差がある土地ですが、電気業者から鉄板を敷いて作業をする

という説明がありまして、４月１４日に上野委員、田中委員、と私、事務局長で現況確認

をしてまいりました。現在立っている鉄塔からかなり北側に移転することになるわけであ

ります。周辺の土地についても搬入路として利用したいということで確認してまいりまし

たので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長

議案第２７号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 質



問・意見ございませんか。

１２番 加藤 健一 会長

今回鉄塔は何基建てることになるのか。

事務局

今回の申請に係る部分については２基になります。

７番 遠藤 充孝 委員

現在１６ｍくらいの鉄塔が建っているが、今回の工事で４０ｍの鉄塔に建替えするよう

です。

議長

その他 質問・意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

議長

以上について、質問・意見無く、採決を諮り、異議なし多数のため、議案第２７号 農

地法第５条第１項の規定による許可申請対する意見について 承認することに決定いたし

ました。

議長

日程第８ その他について、１．今後の日程及び参加者について 事務局に説明を求め

ます。

事務局

１．今後の日程及び参加者についてですが、・・・・・・・次回定例会については、５

月１９日を予定しておりますので委員の皆様は日程の調整をお願いいたします。

議長

事務局からの説明が終わりましたが、その他皆様から質問・意見ございませんか。

１０番 佐藤 栄喜 委員

以前、磐梯町から荒廃農地をなくそうということで、要綱を定め周知して大変いい取組

みだと思います。周りからも非常に関心も高く、今後５月頃、８月頃の３ヶ月おきくらい

に評価していくべきではないかと思うのだが。

１２番 加藤 健一 会長

いいと思います。

事務局

現在の問合せ状況についてですが、ある程度具体的な部分では２件あります。主に田で

すが、何年間か使わない田を借りて２～３年かけて使えるように再生したいということも

あって現在検討中であります。佐藤委員おっしゃるように、色んな検証は必要であると思

いますが、もう少し長い目で見ていくことになるのではないかと思います。

１０番 佐藤 栄喜 委員



やはり評価することは必要だし、農業委員会としては重要な問題だと思いますので、地

道にやっていってはどうかと思います。

１番 卯月 宏次 農地利用最適化推進委員

今農業に携わっている人は高齢化になっていて、若い人が農業をやっていくためにはど

うすればいいのかという方策を、例えば、田をやるにしても畑をやるにしても、これをや

れば収益を上げることができますということを多くの若い人たちに情報を提供できるよう

な体制を作れば、これからの農業ももっと盛んになっていくのかなと。現状のままだと寂

れていく一方だと思います。何をすればいいのかということを農業委員会として提示して

あげればいいのかと思います。

１０番 佐藤 栄喜 委員

それに関連して、若い担い手と限ってしまわず、定年退職者もこれから１５年くらいで

きるし担い手と考えてみることもできるのではないか。

１２番 加藤 健一 会長

今後、色々と考えていかなくてはいけないということですね。良い意見が出ました。

議長

他に質問ございませんか。

（質疑ないので）以上で、本会議を閉会といたします。ありがとうございました。

定例会閉会時間 午前１０時１０分

本委員会定例総会の内容を記録し、相違ないことを証明するために議長及び議事録署名

人はここに署名する。

令和３年４月２０日
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署名人

署名人


